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表1 埋 管敷設の有無と年度別収葉量

注) 試 験区埋管無は、埋菅畦の隣接畦

※は新梢量

表 2 収 穫桑葉に対する繭換算量

注 ※ は新梢量

(10a当 たり。たo)

(10a当 た り 。たo)
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図2 桑 の伸長状況 (埋管首木区)

注) 〇 印以下は、すそ上り。
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△一 ▲ 植付 1年 目

▲o一▲ 植付2年 目

B一 咽 績付 3年 目
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